
不参加

⑥ 課題解決に向けての検討

⑦ 医療的ケア

⑧ 障害児支援

相談支援事業所連絡会の開催するなど、情報共有を図っている。

平成30年度は、権利擁護部会において、災害時の避難所の権利擁護について研修を実施した。また、全
体会においては、虐待の件数等の報告を行っている。

平成30年度は、権利擁護部会において、災害時の避難所の権利擁護について研修を実施した。

医療的ケアが必要なこどもの支援について検討する「小児在宅連携推進会議」に児童部会長が参加し、自
立支援協議会においても情報共有を図っている。

専門部会において、各分野における課題の整理を行い、検討を行っている。また、各部会の提言としてとり
まとめ、全体会で報告共有を図っている。

相談支援事業所や児童通所事業所の連絡会を開催することで情報共有化を図るなど、資質の向上に向け
て取組んでいる。

権利擁護部会において、事業者や当事者を対象に災害時の避難所の権利擁護について研修会を開催す
るなどの取組みを行っているほか、権利擁護や障害者差別解消法の情報共有を行っている。

⑨ 構成員の資質向上・研修の場　

⑩ 権利擁護・虐待防止

３－３　地域課題に対して取り組んだ、又は取り組んでいる内容

① 相談支援の質及び量　　　　

③ 権利擁護・虐待防止　　　

就労支援部会において、就労支援や定着についての課題について整理し検討している。

⑥ 緊急・災害対応

精神部会において、長期入院患者の地域移行を進めるためのグループを設置している。

⑩ 就労支援　　　　　　　　

⑪ 地域移行・地域定着支援

３－１　協議会における地域課題

あがっている　　　　

児童部会において3つのワーキンググループを設けている。

３－２　地域課題の把握方法

② 全体会、専門部会、各種連絡会等

４　平成30年度地域自立支援協議会交流会のグループ討議

品川区

日中サービス支援型共同生活援助の有無

【名称】　品川区地域自立支援協議会　  

【設置年月】　平成20年3月

【運営方法】　直営

【組織図】　

【地域生活支援拠点等の整備状況】　

開設の有無 開設時期

なし －

【日中サービス支援型共同生活援助の有無】　

【相談支援体制の整備状況】　

4 3 2 4 1

多機能拠点整備型

整備時期

令和元年10月

基幹相談支援
センター

委託相談
支援事業所数

指定一般相談
支援事業所数 指定特定相談

支援事業所数

指定障害児
相談支援
事業所数地域移行 地域定着

設置済

整備状況

整備中

整備類型
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（１）委員構成

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

医療関係者 2 保健所 1

人　数 種　別 人　数

14 （0）子ども支援部会 1

民生・児童委員 3

委員 福島　進 品川区こども未来部長 行政職員(区市町村)

4

学識経験者

種　別

【全体会の委員構成及び活動内容】　

1

0 地域住民 2 行政職員(区市町村)

障害福祉サービス等事業者 5 社会福祉協議会 1 法曹関係者

備　考

行政職員(都） 1 その他 0

合　計

種　別

28 　

委員名簿

役　職 氏　名

委員

委員 福内　恵子 品川区保健所長 保健所

大井　貴 区民委員（公募委員） 地域住民

全体会の活動回数及び委員数 専門部会の活動回数及び委員数

【全体会及び専門部会の活動回数及び委員数】　

就労支援部会 1

相談支援部会 3

社会資源強化推進部会 13

部会名 回数

（2）28

全体会 委員数

（0）

障害当事者・家族・関係団体

※「委員数」の（　　）：当事者の立場で委員に就任されている方の人数（再掲）

種　別

回数 委員数

2 身体・知的障害者相談員 0 相談支援事業者

教育関係機関 3

6

19 （1）

14 （0）

雇用関係機関 0 企業 0

人　数

3

所　属

　

会長 大塚　晃 上智大学教授

副会長 永尾　文子 福祉部長

学識経験者

行政職員(区市町村)

委員 島崎　妙子 品川区重症心身障害児（者）を守る会会長

委員 大上　好江 品川区手をつなぐ育成会会長

障害当事者・家族・関係団体

障害当事者・家族・関係団体

委員 宮平　寛 品川区医師会会長

委員 鈴木　治仁 東京都荏原歯科医師会副会長

医療関係者

医療関係者

委員 木下　徹　　 品川区社会福祉協議会事務局長

委員 金子　正博 福栄会常務理事

社会福祉協議会

障害福祉サービス等事業者

委員 小野　孝 品川総合福祉センター常務理事

委員 田中　正博 全国手をつなぐ育成会連合会・統括

障害福祉サービス等事業者

学識経験者

委員 熊谷　晋一郎 東大先端科学技術研究センター准教授

委員 荒川　敦明 (社福）品川総合福祉センター

学識経験者

相談支援事業者

委員 湯本　麻美子 (社福）福栄会精神障害者地域生活支援センター

委員 藤野　けい子 (社福）福栄会障害者相談支援センター

相談支援事業者

相談支援事業者

委員 中村　良 (社福）グロー障害者相談支援センター

委員 伊藤　美佐 (社福）げんき　就労支援センター

相談支援事業者

障害福祉サービス等事業者

委員 志子田　悦郎 NPO法人　アーテム

委員 渡邉　義弘 NPO法人　品川ケア協議会

障害福祉サービス等事業者

障害福祉サービス等事業者

委員 紙子　達子 弁護士

委員 杉本　順 品川特別支援学校

法曹関係者

教育関係機関

委員 新井　宏 区民委員（公募委員）

委員 岩瀬　昌保 港特別支援学校

委員 本城　善之 品川区教育委員会教育次長

教育関係機関

行政職員(区市町村)

地域住民

委員 山崎　久美 城南特別支援学校 教育関係機関

委員 興梠　昭彦 品川児童相談所 行政職員(都）

−76−

品

川

区



（２）活動内容

（１）委員構成

　 　

（2）活動内容

　

部会名称 活動内容

相談支援部会
・本人中心のケアマネジメント力を事例検討を通して学ぶとともに、相談支援の
質の向上を図るための相談支援マニュアル作成に向けた検討を行った。

社会資源強化推進部会 ・短期入所のルールに関しての検討を行った。

　相談支援事業の適切な運営および地域の障害福祉に関するシステム作りに関し、中核的な役割を果たす定期的
な協議の場とするとともに、地域の障害福祉関係機関の連携強化、社会資源の開発・改善を目的として活動する。

【専門部会の委員構成及び活動内容】　

　　　　部　会

　　種　別

保健所

教育関係機関

学識経験者

医療関係者

0 0 0

0 0 0 0

0

社会福祉協議会

法曹関係者

就労支援部会 ・就労支援ネットワークの効果的な活用についての検討を行った。

子ども支援部会 ・未就学児を中心とした関係機関との情報共有および課題の検討を行った。

相談支援部会
社会資源強化

推進部会
就労支援部会

0 0

0 0 0

0 13 10

0 0

0

相談支援事業者

障害福祉サービス等事業者

障害当事者・家族・関係団体

身体・知的障害者相談員

雇用関係機関

企業 0 0 0

子ども支援
部会

0

その他

計

行政職員(区市町村)

行政職員(都）

民生・児童委員

地域住民

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 9

0

　 6 　 19 　 14 14

1

0 2 0 1

0 0 0 0

0 0 0 1

0 0 0 0

0

0 0 0 0

6 4 4 0

2

0 0 0 0

0
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不参加

４　平成30年度地域自立支援協議会交流会のグループ討議

・地域生活支援拠点の取り組み状況に関する意見交換、情報共有

【地域協議会の活動状況】　

１　協議会の協議事項

① 相談支援事業の運営体制に関すること

④ 高齢者福祉サービスとの連携に関すること

⑧ 障害者差別解消法や条例、権利擁護に関すること

⑨ 地域生活支援拠点等の整備に関すること

・地域共生社会に向けた高齢者・障害者の包括支援相談体制の構築検討について

・①の検討を踏まえた高齢者福祉との連携のあり方について

・区の取り組み状況について

⑪ 協議会の運営に関すること

・専門部会における検討内容に関する意見交換等。

２　協議会としての役割

② 情報共有・情報発信

⑧ 社会資源の開発及び改善

③ 分野を越えてのネットワークの構築

・これから取り組んでいく予定

・区の事業の方針や課題に関する情報の共有
・各拠点相談支援センター、就労支援センターの取組状況の共有

・異なる業種における意見交換、情報共有

・社会資源の使用時におけるルールの統一化の検討

３－３　地域課題に対して取り組んだ、又は取り組んでいる内容

① 相談支援の質及び量　　　　

３－１　協議会における地域課題

あがっている　　　　

３－２　地域課題の把握方法

② 全体会、専門部会、各種連絡会等
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